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明
治
七
年
（
一
八
七
四
）
年
県
立
新
潟
医
学
校
お
雇
い
教
師
と
し

て
来
日
し
た
ヘ
ー
デ
ン
（
歌
電
・
柿
田
、
ミ
ニ
回
目
尻
四
号
の
再
巨
の
ぐ
目

号
Ｈ
西
①
亘
呂
屍
造
凸
・
弓
～
Ｕ
）
は
そ
の
後
、
神
戸
病
院
同
医
学
校
、

東
京
大
学
医
学
部
、
横
浜
一
般
病
院
に
勤
務
し
、
明
治
初
期
の
日

本
の
医
学
教
育
に
大
き
な
貢
献
を
し
た
。
そ
の
後
一
時
帰
国
し
た

が
再
来
日
し
中
央
衛
生
委
員
兼
日
本
薬
局
方
編
纂
委
員
と
し
て
も

活
躍
し
た
（
明
治
十
七
年
九
月
）
。

明
治
二
十
七
年
（
一
八
八
九
）
七
月
リ
ウ
マ
チ
の
治
療
の
た
め
フ

ラ
ン
ス
に
赴
い
た
が
、
そ
の
後
再
来
日
し
、
横
浜
万
治
病
院
に
勤

め
、
明
治
三
十
八
年
（
一
九
○
五
）
一
月
七
日
辞
任
、
一
月
十
四
日

の
マ
ル
セ
イ
ユ
行
き
フ
ラ
ン
ス
船
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ァ
ン
号
で
離
日

し
た
が
、
そ
の
死
没
年
月
日
、
死
亡
地
が
不
明
で
あ
る
。

ヘ
ー
デ
ン
の
著
書
と
し
て
は
卒
業
論
文
ａ
可
①
の
言
大
学
）
①

ワ‘〕
臼臼

オ
ラ
ン
ダ
人
医
師
フ
ァ
ン
・
デ
ル
・

ヘ
ー
デ
ン
と
子
孫
・
縁
者
た
ち蒲
原
宏

○
ぐ
の
Ｈ
ゴ
ｇ
ｏ
ご
厨
日
四
国
ぐ
四
目
四
ｍ
ｐ
ｍ
①
ご
○
局
の
己
目
扇
ぐ
○
吋
日
侭
①
ご
Ｑ
Ｏ
Ｏ
Ｈ

ｍ
ヨ
ヨ
○
口
興
吋
①
ロ
”
①
ロ
．
詞
三
弓
．
く
“
ご
口
両
ご
『
四
万
吋
》
ご
可
①
の
胃
〕
屍
目
．

②
○
員
百
○
皇
①
侍
①
ｇ
ｏ
９
－
①
国
〕
⑦
ｇ
①
吋
巴
困
○
昌
邑

昌
○
穴
○
面
四
日
騨
国
○
戸
○
ず
閏
巨
Ｐ
屍
駅
、

③
和
訳
・
世
界
語
辞
林
言
。
目
の
ｇ
一
声
く
。
言
三
豊
（
‐
展
風
。
晨

昂
謡
）
松
下
抱
次
郎
発
行
（
横
浜
）
佐
々
木
隼
士
（
高
知
県
出
身
）

と
の
共
著
。

④
世
界
語
文
典
和
訳
（
フ
ラ
ン
ス
の
ケ
ル
ク
ホ
ー
フ
ス
氏
原
著
の

和
訳
）
佐
々
木
隼
士
と
の
共
著
、
一
八
八
八
年
、
松
下
抱
次
郎
発

行
（
横
浜
）

ヘ
ー
デ
ン
は
一
八
四
四
年
五
月
十
七
日
オ
ラ
ン
ダ
の
ぐ
ヨ
ー

篇
ぐ
①
ｇ
に
生
ま
れ
、
ご
耳
①
の
胃
大
学
卒
業
後
来
日
し
、
長
崎
で
内

山
豊
太
郎
の
次
女
内
山
と
よ
を
現
地
妻
と
し
、
新
潟
に
赴
任
し
た
。

明
治
九
年
六
月
で
内
山
と
よ
は
十
八
歳
。
す
で
に
明
治
八
年
に
長

男
ト
ー
マ
ス
（
弓
９
日
ｍ
的
く
巴
己
曾
国
①
豆
２
房
計
‐
ら
闇
）
を
生
ん

で
い
る
。
そ
の
娘
が
嗣
○
困
扁
ぐ
こ
．
国
①
亘
呂
二
九
一
四
～
現
存
）

で
ト
ー
マ
ス
が
ア
メ
リ
カ
に
渡
っ
て
か
ら
の
子
供
で
あ
る
が
、

と
①
×
目
号
吋
留
閏
ミ
ヨ
二
九
二
～
現
存
）
と
結
婚
し
、
そ
の
子

罰
旨
冨
ａ
目
・
竪
臼
急
旨
二
九
四
三
～
現
存
）
は
曽
祖
父
ヘ
ー
デ
ン
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の
遺
品
を
若
干
所
蔵
し
て
い
る
。

現
在
、
９
９
国
月
①
急
Ｏ
８
ｏ
冨
開
胃
．
臼
①
国
冨
邑
の
府
自
国
‐

望
写
四
口
訂
岳
震
い
に
在
住
し
て
い
る
。

国
ｎ
ｇ
ａ
に
は
兄
【
自
用
昏
淫
閏
言
旨
（
一
九
四
一
～
現
存
）
が

い
る
が
ヘ
ー
デ
ン
の
遺
品
は
な
い
。

ヘ
ー
デ
ン
は
同
胞
一
三
人
の
五
番
目
で
あ
る
が
、
四
番
目
の
同

胞
一
言
房
①
目
ヨ
画
く
・
昌
函
の
豆
①
邑
が
く
四
口
普
四
且
①
（
医
師
）
に
嫁

し
、
国
呂
風
曾
尉
と
兄
二
人
（
医
師
）
を
生
む
。

国
①
弓
肘
洋
①
が
少
．
ｚ
畠
の
易
に
嫁
す
が
、
一
九
五
一
年
に
カ
ナ

ダ
に
移
住
す
る
。
函
２
国
里
扇
七
人
の
子
供
を
生
む
が
巨
閏
回
国

が
来
日
中
に
横
浜
生
れ
の
中
国
人
間
卓
中
と
結
婚
し
香
港
に
移
っ

た
が
、
現
在
９
国
言
四
住
。

西
①
貝
耐
曾
①
ｚ
ご
ｇ
め
は
現
在
、
韻
巨
閏
さ
９
３
匡
答
シ
ぐ
①
ご
ロ
①
．

○
詳
望
畠
）
○
昌
閏
ご
国
ｚ
闇
か
○
画
目
ｇ
に
在
住
し
て
い
る
が
、

ヘ
ー
デ
ン
に
関
す
る
資
料
は
所
蔵
さ
れ
て
い
な
い
。

現
在
、
オ
ラ
ン
ダ
で
ヘ
ー
デ
ン
の
資
料
を
探
索
し
て
い
る
画
ｇ

］
・
］
・
ぐ
曽
］
ゆ
で
“
且
①
（
シ
【
ロ
ゴ
①
国
⑳
①
国
○
く
①
ご
弓
①
ｍ
画
認
ｚ
Ｐ
＄
ご

ロ
１
８
の
侭
ｇ
〕
ｚ
里
胃
邑
閨
房
）
が
最
も
追
求
の
手
を
の
ば
し
て
い

る
｡

ヘ
ー
デ
ン
家
に
つ
い
て
の
詳
細
な
調
査
は
、
オ
ラ
ン
ダ
の
巨
ヨ
ー

冒
侭
公
文
書
館
の
記
録
員
で
あ
っ
た
国
ｚ
畠
①
ロ
の
夫
人
の
調
査

に
よ
る
も
の
を
国
①
国
風
２
５
ｚ
畠
①
易
夫
人
が
ま
と
め
た
も
の
が

最
も
信
頼
で
き
る
。

こ
れ
に
国
の
富
ａ
ｇ
①
局
乏
冒
の
家
系
を
結
合
さ
せ
る
と
、
弓
．

国
・
ぐ
四
目
号
吋
国
９
号
目
の
ヘ
ー
デ
ン
家
系
上
の
位
置
が
は
っ
き
り

す
る
。し

か
し
、
現
在
判
明
し
て
い
る
ヘ
ー
デ
ン
家
ゆ
か
り
の
人
々
、

こ
と
に
、
ヘ
ー
デ
ン
の
直
系
の
子
、
弓
９
日
画
の
の
子
孫
に
お
い
て

も
、
ヘ
ー
デ
ン
の
、
死
没
年
月
日
、
死
亡
地
は
依
然
と
し
て
不
明

の
ま
ま
で
あ
る
。

ま
た
ヘ
ー
デ
ン
の
現
地
妻
の
名
も
、
内
田
と
よ
お
シ
両
国
シ

ご
ｏ
田
口
シ
肋
少
Ｆ
肉
辰
己
の
雪
口
と
と
書
か
れ
て
あ
る
も
の
内
田
の

ぶ
と
あ
る
も
の
が
あ
る
が
、
内
山
と
よ
（
肥
前
国
長
崎
町
）
が
正
し

い
と
考
え
ら
れ
る
。

ヘ
ー
デ
ン
に
は
ま
だ
不
明
の
点
が
あ
り
、
今
後
も
追
求
し
て
い

っ
て
ほ
し
い
。

（
日
本
歯
科
大
学
医
の
博
物
館
）


